
昭和４７（１９７２）年７月９日〜１３日 昭和４７年７月豪雨 

概 況 
 １９７２年７月３日から１３日まで全国的に降った大雨は昭和４７年７月豪雨と命名さ

れた。愛知県では９日から雨が降り続き、１１日までの雨量は多い所で１５０㎜を超え

た。１２日夜遅くからは、本州上に停滞する梅雨前線上を東進する低気圧の影響で、

雨は激しさを増した。特に西三河地方を中心に局地的な集中豪雨となり、豊田市（県

雨量観測所）では、１３日の００時〜０１時の１時間に８４㎜、１２日２２時から１３日０２

時までの４時間に２１４㎜の非常に激しい雨となった。９日から１３日までの総雨量は

多い所で４５０㎜に達した。 
 矢作川沿いの三河地方では、中小河川の決壊や先行降雨で地盤が緩んでいたこと

もあり山・がけ崩れが相次ぎ、県内では小原村の３１名をはじめ、藤岡村、豊田市お

よび足助町など死者６３名、行方不明者４名の犠牲者を出す大災害となった。 

降水量観測記録（昭和４７年７月９日〜１３日、日界は当日０９時〜翌日０９時）（単位：㎜）  

観 測 所 ９日 １０日 １１日 １２日 １３日 合 計 

猿 投（県） ２９ ９９ １０ ３０９ １１ ４５８ 

小 原（気） ３８ ７７ １８ ２８４ １１ ４２８ 

大 草（建） ３９ ７５ １９ ２８１ １１ ４２５ 

安 城（気） １２ １３２ １２ １８３ １１ ３５０ 

豊 田（県）  ９４ １３ ２６４   

（雨量観測所：（気）は気象台、（県）は愛知県、（建）は旧建設省の管理） 
 集中豪雨となった西三河地方での雨量を上記表に示した。９日から１１日までの３

日間で多い所で１５０㎜を越える先行降雨があり、１２日には多い所で３００㎜を超え

る豪雨となった。１３日までの５日間の総雨量は多い所で４５０㎜に達した。 

 

 

 

 

 

 

 

 



愛知県被害状況（愛知県：災害の記録、被害状況総括表(４７．７ 豪雨・台風第６号から）  

人的 
被害 

死者（人） ６４ 
７月豪雨：６３ 

住宅 
被害 

全壊（棟） ２７１ 

行方不明（人） ４ 半壊（棟） ２８７ 

負傷者（人） １１２ 一部破損（棟） ７９４ 

その他 

河川（箇所） ７５１ 床上浸水（棟） ２，０７５ 

砂防（箇所） ２５８ 床下浸水（棟） １２，０７７ 

道路（箇所） １，８８５ 非住家（棟） ２，３４３ 

橋りょう（箇所） ５７ 
  

田畑流失埋没（ｈａ） ４３５ 

 
 

 
地上天気図（昭和４７年７月１２日２１時）  

１２日から１３日にかけて本州上に停滞した梅雨前線上を、低気圧が１２日０９時に九

州西、夜２１時には能登半島の西へ進み、１３日０９時には秋田沖へ進んだ。西三河

地方での集中豪雨は、低気圧が能登半島付近にあった１２日夜遅くから１３日午前３

時前頃に発生した。 
 


